
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【 大会テーマ 】 

 

 
  ― 子どもの学びを保障する連携 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 会 期 】 2010 年 10 月 9 日（土） ～ 11 日（月・祝） 

 

 

【 会 場 】愛知県立大学  〒480-1198 愛知県愛知郡長久手町大字熊張茨ヶ廻間 1522-3 

   JR 名古屋駅から地下鉄東山線 藤が丘行き「藤が丘」下車 

乗り換え：リニモ 八草行「愛・地球博記念公園」下車 徒歩約 5 分 

 

 

 

 

一般社団法人日本 LD 学会 第 19 回大会のご案内 
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【 今後のスケジュール 】 

2009 年 12 月「大会案内」「参加申込書（参加費等の振込用紙）」送付：全会員（本状） 

2010 年 4 月 10 日(土)発表申込締切（筆頭発表者・自主シンポジウム企画者の振込締切） 

●大会参加費・審査料の納入をもって発表申込とします。「参加申込書」（同封の振込用紙）

を用いて諸費用を振り込まれた方に、順次「論文集原稿作成要項」を送付します。 

5 月 10 日(月)(必着) 論文集原稿提出期限 ⇒ 6 月末日までに採択・不採択を連絡 

7 月 31 日(土) 予約参加受付の締切（参加費等の振込締切） ※ 振込控の紛失に注意  

●大会参加費の納入をもって予約参加申込とします。予約参加者には 9 月に「参加者章（名 

 札）」を送付します。 

8 月「大会プログラム」の送付：全会員 

9 月「参加者章（名札）」等の送付：予約参加者 

       「大会発表論文集」の送付：筆頭発表者・自主シンポ企画者・論文集予約申込者 

Ⅰ．主な講演・シンポジウム・研修等の内容  ※ 都合により変更になる場合があります。 

大会会長講演「特別支援教育における過去・現在・未来－教育研究者として－」田中良三 

学会理事長講演 

特別講演「フィンランドにおける通常の学級での特別ニーズ教育 」マッティ クオレラハティ Ph.D 

特別講演「フランスにおける発達障害の研究動向と教育の実際」ローラン・ダノン＝ボワロー 

鼎談「発達障害スペクトラムを巡って」佐々木正美・野村東助・上野一彦 

大会企画シンポジウム 

「発達障害児の幼児期から小学校への移行期における支援と課題」 

「発達障害と非行につながる逸脱行動－小・中学校に求められること－」 

「高等学校における発達障害支援の実態と展望」 

「大学における発達障害学生への多様な支援の在り方」 

「専門職による通常学級支援」 

学会企画シンポジウム等 

「『発達障害』に関する国際的な概念 Part2」 

「特別支援教育の今後の在り方を探る」 

寸劇「通常学級の担任がして良いこと悪いこと」竹田契一ほか 

教育講演 

「発達障害の子どもと非行～真の非行原因と支援を考える～」多田元 

「脳科学と発達障害」久保田競 

「RTI モデルによる dyslexia の発見と治療教育」小枝達也 

「発達障害者の自己理解の特性と支援」田中真理 

「通常学級での特別支援教育の手立て～発達障害児の理解と援助～」石川道子 

「心の理解と発達障害」花熊曉 

「ADHD にみられるワーキングメモリの障害とその指導」高山惠子 

研究発表(ポスター発表)、自主シンポジウム、ラウンドテーブル、親の会企画シンポジウム等 

編集委員会企画研修、研究委員会企画シンポジウム、スキルアップセミナー 

会員総会、理事会、各委員会、交流会（懇親会） 

特別支援教育士交歓会、S.E.N.S の会支部会役員会 

特別支援教育士資格更新基本研修会 

（2010 年度 S.E.N.S-SV 資格認定申請者：筆記試験・面接試験） 

※詳細な日程・内容は、学会 HP（2010 年 4 月以降）もしくは 8 月送付の「大会プログラム」でご確認下さい。 
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Ⅱ．研究発表・自主シンポジウムについて 

 ◆研究発表（ポスター発表）◆  

ポスター発表形式で行います。発表内容をポスター形式で掲示し、在席時間（60 分）を設け

て発表者と質問者との間で自由に討論して頂きます。 

 

◆自主シンポジウム◆ 

    会員の自主運営によるシンポジウム（120 分）です。テーマの設定は自由です。 

 

◆研究発表・自主シンポジウムの発表資格◆ 

① 筆頭発表者ならびに自主シンポジウム企画者は、2010 年 4 月 1 日および大会時に「一般社団 

  法人 日本 LD 学会正会員もしくは名誉会員」でなければなりません。（これから正会員になり 

  発表を希望する方は、3 月 7 日の常任理事会での入会の承認が必要です。） 

② 筆頭発表及び自主シンポジウムの企画は、1 人各 1 題に限ります。 

③ 研究発表・シンポジウム等への出演（筆頭発表・司会・話題提供・指定討論）は、すべての役割を 

   含めて原則として一人 3 回以内とします。 

④ 連名発表者、自主シンポジウム関係者（司会・話題提供者・指定討論者）は、非会員でも差し 

   支えありませんが、予約参加の手続き（7 月 31 日(土)までに大会参加費を納入）が必要です。 

   筆頭発表者並びに自主シンポジウム企画者は、責任を持って連名発表者、自主シンポジウム関 

   係者が予約参加の手続きを完了していることを確認して下さい。 

 

Ⅲ．予約参加等の申込みについて 

   ★当日の混乱を避けるために、できるだけ予約参加をお願いします。 

 

      1．発表申込手続き（一般社団法人 日本 LD 学会  正会員もしくは名誉会員）  

 大会参加費・審査料の納入をもって「発表申込」とします。同封の「参加申込書（参加費等の振

込用紙）」を用いて、参加費と共に審査料（論文掲載料を含む）を納入して下さい。審査料を納入

された方には、事務局から次の 2 点を送付します。 

●「論文集原稿作成要項」   

●「プログラム編成票」 

①「発表申込」締切（筆頭発表者・自主シンポジウム企画者の振込締切）：4 月 10 日(土) 

②「論文集原稿」の提出期限：5 月 10 日(月)(必着) 

※ 期日までに「論文集原稿」が届かない場合には、発表申込を取り消します。その場合にも納入

された諸経費（参加費・審査料等）は返金致しませんのでご注意下さい。 

※ 採択・不採択は、6 月末日までにプログラム編成票に記入された E-Mail アドレスにご連絡し

ます。 

  ③ 研究発表・自主シンポジウムの日時は、大会実行委員会にご一任下さい。 

※ S.E.N.S-SV 資格の認定試験（申請を予定している方）、資格更新基本研修会は、発表日程と

重なる可能性があります。いずれか 1 つを選んで申し込んで下さい。 

 

 2．予約参加手続き（一般社団法人 日本 LD 学会 会員）★必ず同封の振込用紙を使用して下さい。 

参加費等の納入をもって「予約参加」受付とします。同封の「参加申込書（参加費等の振込用

紙）」を用いて、7 月 31 日(土)までに郵便局から参加費等を納入して下さい。「論文集の予約購入」

を希望する方は、期日までに論文集代を納入して下さい。 

※7 月 31 日以降に諸費用が振り込まれた場合は「当日受付」となりますので差額をお支払い頂きます。 
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 3．予約参加手続き（非会員・学部学生・親の会） ★興味をお持ちの方にご紹介下さい。  

非会員・学部学生・親の会の方は、学会 HP の「予約参加等申込フォーム（非会員用）」から予

約参加等の申込み（2010 年 2 月 1 日受付開始）を行って下さい。お申込みを頂いてから 2 週間以

内に、事務局から諸費用の振込口座（郵便振替口座）を連絡します。郵便局備え付けの振込用紙

を用いて、7 月 31 日(土) までに参加費等を納入して下さい。なお、参加申し込み後、2 週間を過

ぎても返信が届かない場合には、事務局に電話でお問い合わせ下さい。 

※ 諸費用の納入をもって「予約参加」受付とします。期日までに納入が確認できない場合には、予約参加

の申し込みを取り消しますのでご注意下さい。 

 

      4．当日参加手続き  ★本大会は当日参加が可能です。ご希望の方は直接会場にお越し下さい。 

①「当日参加申込書」に必要事項を記入し、諸費用を添えて参加の手続きをして下さい。 

②  学部学生の方は、「学生証」を提示して下さい。大学院生、社会人学生は含みません。 

③  親の会の方は、「親の会」受付で手続きをして下さい。ただし本会会員の方は「会員」として 

    ご参加下さい。 

④「交流会（懇親会）」および「特別支援教育士資格更新基本研修会」は、定員に余裕がある場合 

   のみ、当日参加を受け付けます。 

⑤  論文集は、予約申込数を基に印刷します。予約購入をされない場合には入手できないことが 

   ありますので予めご了承下さい。 

 

Ⅳ．諸費用について 
 

費 目 予約参加 当日受付 備 考 

大会参加費 

（論文集は含まない） 

会 員 6,000 7,000 筆頭・連名発表者、自主シンポ

ジウム関係者は、必ず予約参加

の手続きをお取り下さい。 

非会員 7,000 8,000 

学部学生・親の会 3,000 4,000 

論文集代（1 冊） 
4,200 

(税込) 

5,250 

(税込) 

数に限りがあります。できるだ

け予約購入して下さい。 

審査料 

（論文掲載料を含む） 

※ 論文集 1 冊進呈 

筆頭発表者 5,000 － 参加費と共に納入して下さい。 

発表申込取消・不採択の場合に

も返金は致しません。 
自主シンポジウム

企画者 
10,000 － 

交流会（懇親会）参加費 4,000 5,000 
定員に余裕のある場合のみ、当

日参加を受け付けます。 

「特別支援教育士資

格更新基本研修会」

参加費 

有資格者 3,000 4,000 

S.E.N.S、S.E.N.S-SV 資格更

新のための必修研修(2P)です。 

資格を所持しない学会員の方

は、一般参加となります。 

定員に余裕のある場合のみ、当

日参加を受け付けます。 

一般 4,000 5,000 

     
※お振り込み頂いた諸費用は返金できません。 

ご不明な点がございましたら、事務局に電話で確認してからお振込をお願い致します。 
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Ⅴ．大会ホームページ 

学会 HP に第 19 回大会案内を掲載致します。随時情報を更新致しますのでどうぞご覧下さい。 

http://www.soc.nii.ac.jp/jald/ 

 

 

Ⅵ．共催・後援 

共催：愛知県立大学 

後援：愛知県教育委員会、岐阜県教育委員会、三重県教育委員会、名古屋市教育委員会、瀬

戸市教育委員会、長久手町教育委員会（申請予定） 

 

Ⅶ．その他 

 1．交流会（懇親会）：学内の食堂で開催します。 

 

 2．展示：出版社やメーカー等による図書・機器の展示・販売を予定しています。 

 

 3．昼食：学内の食堂が利用できます。会場周辺には飲食店はほとんどありません。 

 

 4．託児室はありません。 

 

 5．宿泊の申込み 

本大会では、皆様の宿泊の斡旋を下記に依頼致します。2010 年 7 月 1 日に、学会 HP からリン

ク致しますのでどうぞお申し込み下さい。なお、航空・JR 等の手配は致しません。ご了承下さい。 

オンライン申込み：2010 年 7 月 1 日（木）より受付開始（Fax、電話等の受付は致しません。） 

申込締切日：2010 年 8 月 31 日（火） 必着 

申込締切後、受付確認の登録内容確認書（請求書）が、近畿日本ツーリストから E-mail も

しくは Fax で送付されます。 

 宿泊に関する問い合わせ先  

〒450-0002 名古屋市中村区名駅 2-45-19 桑山ビル２F 

近畿日本ツーリスト株式会社 名古屋法人イベント・コンベンション支店 

『日本 LD 学会第 19 回大会』宿泊係 

Tel.052-583-8331  Fax.052-563-1846  E-mail  ngo-event@or.knt.co.jp 

営業時間 平日 9：00～17：45（土・日・祝日は休業） 

 

    

                    【 一般社団法人 日本 LD 学会  事務局 】 

  

      〒320-0043 栃木県宇都宮市桜 3-1-6 吉田ビル 2F  

      Tel：028-666-0533（平日 9：00～17：00）URL．http://www.soc.nii.ac.jp/jald/ 

   

※ご質問は、上記時間帯に電話でお願いします。E-Mail での問い合わせはお受けしておりません。 

 

大会に関する問い合わせ先 

http://www.soc.nii.ac.jp/jald/
http://www.soc.nii.ac.jp/jald/

